
 

Matsuda 塾特製プリントは、休校中のこの機会に英語のおさらいをしたい人向けです。 

みなさんと会えないのはさみしいですが、授業で話したこと、やったことを復習しますので 最初はわからなくても OK! 

少しずつ思い出しながらやっていきましょう。レベルも簡単なものから始めていきますので、楽しんで解いていってくださいね

☆ 

 

Lesson1 [英語は日本語と順番が違う！] 

 覚えていますか？ 日本語は語順（ごじゅん）にあまりこだわりません。 

 

例） Mr. Matsuda は 魚を 食べます。     という文を 順番を変えてみても 

   (A)魚を Mr. Matsuda は 食べます。 や (B)食べます 魚を Mr. Matsuda は  となり、意味は通じます。 
 

 これは、日本語は「は・に・を」といった助詞を通じて意味が明確になるからです。 
 

 だけど英語は ①「誰が（何が）」 ②「どうする」 ③「何を」という順番が意味を決定させるので、 

上の(A)や(B)のように単語をかえちゃうと、どうなるでしょうか。 
 

(A) 魚は 食べます Mr. Matsuda を 

(B) 食べるは 魚します Mr. Matsuda を 

となってしまいます。 (A)はおそろしいですし、 

(B)はもう訳がわかりませんよね。  

 ここが、日本語と英語の大きな違いの一つであり、ほとんどの中学生がまずここで引っかかってしまいます。 

だからといって英語が難しいのではなく、英語とは『基本的な語順を理解すれば、順番通りに単語を並べるだけで意味

が出来上がる』、とっても学びやすい言語なのです。 

 

問題：例にならってそれぞれの日本語を英語の語順になおして   に書きましょう。 

 

例）私は ラグビーを します。      私は します ラグビーを    

 

① 私は ピアノを 練習します。     私は 練習します ピアノを            

 

② 私たちは 音楽を 聞きました。    私たちは 聞きました 音楽を           

 

③ 工藤先生は理科を教えます。     工藤先生は 教えます 理科を           

 

④ 赤木先生はポケモンが好きです。   赤木先生は 好きです ポケモンが         

 

⑤ ☆Mr. Matsudaは新しい車を買います。 

 

 Mr. Matsudaは 買います 新しい車を         ＊「新しい車」はセットになるよ！ 

 

⑥ 高下先生はフルートを吹きます。  高下先生は 吹きます フルートを                          

 
 

＊次回は語順を復習して英語にチャレンジしていきましょう！今回はプルプルクイズは無しです♪ 


